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プ レイ ベ ン ト発 表 要 旨2005.11.11 『デザ イ ン理論』48/2006

レイ ナ ー ・バ ナ ムの建 築 批 評 につ い て

一 環境 と しての建 築 とテ クノロジーへの問いか け 一

高山由佳/大 阪大学大学院文学研究科 博士前期課程2年

レイナ ー ・バ ナ ム(ReynerBanham,

1922-1988)は 建築史家,デ ザイン史家とし

て,1950年 代初めから執筆活動を始めた。そ

の研究対象は極めて多岐に渡る。エンジニア

としての経験から工学技術分野の知識を活か

し,ど の時期においても独自の建築批評,デ

ザイン,文 化批評を展開した。バナムの建築

批評において特筆すべきは,建 築に対するそ

の急進的な態度であり,お もに近代建築 と同

時代の建築を対象にし,建 築 というもののあ

り方についてラディカルな議論が展開されて

いる点である。

その主著 『第一機械時代の理論とデザイン』

において,バ ナムは第m械 時代の建築の理

論とデザインが,未 来派とアカデ ミー派 との

間において展開されたことを示した。同時に

第二機械時代に相応しい建築の在 り方につい

て問題提起を行 った。その緒論においてバナ

ムは,「第一機械時代」及び 「第二機械時代」

の特徴を説明 した。そこでは科学と技術の変

革がいかに人間の生活に多大なる影響を与え,

それにより建築の在り方,見 方がどのように

変化 したかが重要な論点となっている。機械

時代とは二つの点によって特徴付けられてい

る。ひとつは,人 間が膨大な動力を処理でき

るようになった点。もうひとつは,技 術革命

が小型化された機械を中心に起こり,生 活に

おける視覚的,聴 覚的な領域での革命に貢献

した点である。バナムは近代建築と機能主義

とを定義 し直 し,建 築と他の分野(と りわけ

自動車に関する技術など)の 急速な発展との

関わ りや,新 しい技術と 「感覚的に結びつく

造形芸術」 に関する問題に取 り組んだ。

バ ナ ム は建 築 と テ ク ノ ロ ジ ー,あ る い は テ

ク ノ ロ ジー 文 化(technologicalculture)と

の 関係 に つ い て多 くを論 じて い る。 そ れ は極

め て ラ デ ィカル な方 向で,科 学 技 術,す な わ

ち 高度 な機 能 を も った機 械 装 置 や環 境 調 節 設

備 が建 築 に と って代 わ る よ う な状 況 を扱 う も

の で あ っ た。 こ の 典 型 的 な 例 が`AHome

isnotaHouse'と い う論 考 で あ り,当 時

(1960年 代 後 半)の,ア ー キ グ ラ ム を は じめ

とす るバ ナ ム周 辺 の建 築 家 た ち が行 っ て い た

試 み と共 鳴 す る もの で もあ っ た。

『ア ー ト ・イ ン ・ア メ リカ』 誌 に掲 載 さ れ

た この論 考 に お い て,彼 は 「標 準 型 住 居 パ ッ

ケ ー ジ(Standard-of-LivingPackage)」 と

い うア イ デ ア を提 出 した。 そ れ は,ひ と ま と

ま りの機 械 設 備 が人 間 の生 活 に必 要 な サ ー ビ

ス を 提 供 す る とい う もの で あ った。 こ の一 揃

い の機 械設 備 に よ って従 来 の堅 固 な シ ェル な

しで,身 体 的 な危 険 の 回避 や快 適 性 の確 保,

プ ライ バ シー の保 護 が可 能 に な る とい う。 中

心 に機 械 装 置 が あ り,居 住 空 間 は 条件 に 応 じ

て 限 定 され,ま た無 限 に 開放 され る。 こ こに

はバ ナ ム の ア メ リカ の建 築 に 対 す るは っ き り

と した 態 度 と評 価 が窺 わ れ る。 ア メ リカ は技

術 的,文 化 的 な 土壌 と して,機 械 化 され た 環

境 技 術 と建 築 の 関係 が調 和 的 に 構 築 され る条

件 が そ ろ って い た。 ヨー ロ ッパ の 近代 建 築 の

主 流 にお いて 置 き 忘 れ られ,適 切 に 取 り扱 わ

れ な か った 機 械 に よ る諸 々の 環 境 技 術 の 問 題

が,ア メ リカ の 建 築 に 関 す るバ ナム の 調 査 ・

研 究 に よ って 見 出 され た 。

バ ナ ムの ラデ ィ カル な 態 度 は,彼 の 未 来 派

に対 す る賛 美 や ア ー キ グ ラム に対 す る評 価,
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1970年 代のハイテク建築に対する見解にも現

れている。それらは,バ ナムのエンジニアと

しての経験やブリティッシュ・ポップの運動

への関わ りなどを主な素地 としたものと考え

られるが,同 時に,ど の時期においても彼の

建築観に通底する,あ る一つの確固とした信

念に基づいているように思われる。

バナムは近代建築に対 しても独 自の視座を

もって論じていた。未来派や ドイツ表現主義

の建築への評価のみならず,近 代建築の一部

が成 した変化と革新の意義をバナムは,や は

りテクノロジーとの関わりにおいて考えた。

近代建築以降においては,機 能,形 態,構 造

の問題 も,新 しい技術,新 しい材料の発明に

関する視点なしには語 り得ない。最 も直接に

影響を与えたのはおそらく機械化された環境

技術であろう。しかし,そ れ以外の諸々の技

術,例 えば自動車や航空機のような輸送技術

や家庭電化製品の技術,ロ ボット工学,宇 宙

工学までもが,建 築,と りわけその形態 と無

関係ではな くなった。

バナムが建築をポップ ・カルチャーに結び

つけたとき,建 築の形態に関する普遍的な規

律は,近 代建築の一部が主張したような単純

な幾何学的形態を持っているか否かではなく,

その時代に大衆が求めているものを満足 させ

ているか否かであった。バナムはアーキグラ

ムなどに特徴的である,空 想的な要素や宇宙

時代のイメージといった,ポ ップ・カルチャー

からの様々な引用 に対 して寛大であった。 日

常生活やマスメディアの中に溢れる図像を借

用することで,建 築言語の領域の狭 さを批判

し,建 築の新たな見え方を模索,あ るいは拡

大 しようという試みは,1960年 代,70年 代に

多種多様に存在 した。そうした試みによって

住居の内と外に関わらず自らを取 り巻 く状況

に対 して大衆が建築家と同じように強い意識

をもち始めたことが示された。そして同時に,

建築家たちは,大 衆に,自 らが住まい,活 動

する空間を機能させるより良い方法について

考えるよう促すことを も目論んでいた。

近代建築は,外 見上の様式よりも高度な問

題を取 り扱 うようにな り,そ の結果,そ れま

での建築 と全 く異なるものになった。真に新

しいと言える技術に支えられたバナム流の機

能主義に適 うと同時に,そ うした技術 と感覚

的に結びつ く造形芸術としての建築があると

すれば,ど の時代においてであれ,彼 はそれ

を称賛 したであろう。

環境技術とポップ ・カルチャーは建築の境

界を物理的にも心理的にも曖昧なものに変え

た。バナムは建築を 「人間のおかれた状況そ

のもの」だと述べる。 しかしながら,建 築家

は,人 間の環境を調整するために何 らかの方

法で人や物を囲うことを中心に考えて行動す

るという点では,変 わっていない。その方法

となる構造力学や新素材の材料に関する選択

範囲は様々な新 しいテクノロジーの発展によっ

て広げられたが,生 み出される環境は人間が

生きるのに十分に機能的であることが要求さ

れる。

現在見 られる建築表現は,機 能や構造 と不

可分でありながらも,極 めて自由度を増 して

いる。テクノロジーはそうした建築の在 り方

に貢献することもあれば,対 立することもあ

る。環境技術 と結びつけることで建築に対す

る機械,あ るいはテクノロジーの関与を的確

に捉えようとする姿勢,そ してそこから建築

の在 り方を見直そうとしたバナムの試みを,

現代のコテクス トで読み直 したとき,そ こに

はテクノロジーへの盲目的崇拝に対する懐疑

と建築家の職能に対する信頼が窺われるので

ある。
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